
年齢 調節力 加入

度数

35 5.5

40 4.5

45 3.5

50 2.5

55 1.5

60 1.0

65 0.5

70 0.25

75 0

倒乱視化のメカニズム ドクターKAZUのブログ (ameblo.jp)より

１）上眼瞼の圧力説
年齢とともに上眼瞼の眼球を押す上方向からの

圧力が減るために、倒乱視化する
２）輻湊力減弱説
加齢によって内直筋の力が減弱する、あるいは

輻湊力が衰え倒乱視になる。
３）上向き作用筋減弱説
加齢に伴い瞼裂狭小に上直筋と発生学的に同様

である上眼瞼挙筋の筋緊張低下が関与している

近用眼鏡度数決定方法例 臨床での近用眼鏡処方方法例

遠見矯正をする

近見裸眼視力を測る ここで、屈折状態と近見裸眼視力から、年齢より調節力が

良いか悪いかが大よそ判断できる。

遠近両用は基本的に乱視を遠見矯正レンズのままに
するが、単焦点レンズの場合、近用の乱視表ではっきりした

濃淡があるなら軸を動かして微調整する。理論上は遠見完全
矯正しているなら乱視はないはずだが水晶体の脹らみの歪
みなどが考えられる。通常、調節力があるなら乱視度数の過

不足は最小錯乱円で見てしまい濃淡は出ないでしょうね。過
不足が判るならC面と同時にS面も微調整しないとね。

見たい物（例えば新聞など）を希望距離で

見てもらい、求めたレンズからさらにレンズ

を増減させて、希望距離の度数に左右眼そ

れぞれ球面レンズを調整する

希望距離が30cmより遠い

距離なら－0.5D～－0.75D
位減じる。

求めたレンズでの両眼での装用感をみる 左右眼の見易さのチェック・不快感の有無など。

明視できる範囲のチェックは、実際に見たいものを持ってもらい
どこからどこまではっきり見えるかを距離で示してもらい希望距
離の確認をする。パンダの場合、希望距離を明視できる範囲の

ほぼ中間に持ってくる。

希望距離にて見たいものを充分に

装用レンズで練習させる

近用眼鏡処方をする

不安なら相当長く装用練習又は再来院してもらい再度確認する。

新聞を読みたいなら、新聞を読んでもらう。
多焦点は視線の上下の使用方法の説明をしっかりすること。
（遠くは顎をひいて上目使いで、近くは顔を真っ直ぐ視線を下げる）

中近累進の場合、テストレンズがあるなら中距離を２ｍとするので遠用
から1/2Ⅾ付加したレンズで代用。例）S＋2.0Ⅾ、＋2.0Ⅾaddなら、
S＋2.5Ⅾ、＋1.5Ⅾadd。

準備物検眼枠・検眼レンズ・遠近視力表

自分で計算してね！
臨床では加入度数は調節方向に少なめ
から徐々に付加していくほうが好ましい。

正視の場合の近見矯正（３０cm）に

必要な加入度数の目安 西信元嗣：視能矯正学P105

左のフローチャートを参考に左右眼のレンズの調整を行なう

近点を近業距離に移動させるの

に必要な最小限の度数にする

a)の度数にその人の

調節力の1/2～1/3の

凸レンズを加える

a)の度数に

＋0.5Dを加える

近見矯正値を参考に大よその

加入度数を決定し、その値を

増減して作業距離にて自覚的

にベストの度数を捜す

ａ)近見困難のみで不定愁訴

なしの場合
b)近見作業に伴う

眼精疲労の場合
c)その他

１ １

作業距離(m) 近点(m)
－

経年変化で直から倒に

移行するからね。例え
は良くないけど腰が曲
がってゆくと覚える。

YES ＮＯ

項目12．屈折検査-自覚的屈折検査-近見屈折検査の近見矯正

を元に付加レンズ度数の大まかな選択をする

遠用又は近用眼鏡装用の経験はあるか？

ＮＯ

近見屈折矯正検査を元に乱視がある場合は

直乱視→控えめに矯正(0.75D位下げる)

倒乱視→ 多めに矯正(0.25D位下げる)

倒乱視化することを念頭に等価球面調整をする

YES

成人の遠用眼鏡度数決定方法例を

参考に乱視の度数や軸を調整する

乱視はあるか？

近用眼鏡処方をする

左右球面屈折度
数差2.0D以上だ
と注意すること。

YES ＮＯ左右眼の球面屈折度数差そのままで装用可能か？

ＮＯ YES装用することで見易

くなるか？

表１を参考に乱視の強い方を

基に左右のC面を下げ原則と

して、左右差C－0.75D以上の

差をつけないようにする

（初回はC-1.0～-2.0Dが限度）

可能であるならモノビジョン法を行う

付加度数の調整をし、装用練習をする

参考）別紙

初診者・長時間の
近方作業する時向き。

眼鏡のかけ替えが
困難な人。

初めての場合は、単焦点レンズの

処方より加入度数を控えめにする

(初心者加入度数限度＋2.0～＋3.0D）

（通常4.0Dまで可能）

ピントの合う距離が
希望距離より近い

距離に来るなら加
入度数を下げる。

初めての場合は、加入度数+1.0D以内にする

(初心者加入度数限度2.5D) （通常3.5Dまで可能）
乱視度、軸は遠用と同じにする
左右の加入度が違っても良いが使いづらい
遠用度数がーの場合、近用は強めに処方する

2、3焦点レンズ

近用眼鏡の種類の選択をする

累進屈折力レンズ
慣れることに

時間がかかるよ！

見かけの

調節量の関係で。

・一番明視できる位置と度数は一致しているか？

・希望距離は明視できる範囲のどの辺りにあるか？

（患者に見たい物を近づけたり遠ざけたりさせて、明視できる範囲の

確認をし、次に一番明視できる位置に持っていってもらって確認する）

完全矯正 減らす度数
C-0.75 C-0.25～0.50
C-1.00～1.50 C-0.50

C-1.75～2.00 C-0.75
C-2.00以上 完全矯正の半分

度数調整の目安

単焦点レンズ

希望距離を確認し、再度

度数の増減をする

d）臨床で多い方法

優位眼を基準に非優位眼

との（等価）球面度数差を

縮める

参考として、
不同視でないなら
通常行うモノビジョン法は、
優位眼を遠方に、非優位眼
を近方にする。変法は優位
眼を遠近両用に非優位眼を
単焦点レンズにする。

チェック項目

表２

調節力＝15－年齢／4又は

保持している調節力の
1/2を実用調節力と言う。

項目12．屈折検査-自覚的屈折検査-

近見屈折検査を参考に近見矯正レンズ

を求める

表１

視野が狭く側面

に歪みユレを感
じるね。

多焦点の処方箋のPDは遠用のみでOKで、中近も遠近のままの記入で

良いが使用目的と、特に累進はテストレンズで練習した場合、銘柄を記入
した方が良い。近近累進の処方箋は近用度数を記入し、近用重視なの
で、それより遠方度数(約70㎝）、すなわちー度数を加入度数として記入

する。

眼科では遠近の度数だけを判定して累進屈折力
眼鏡を指示するが、レンズの種類別の加入度数
があり、眼鏡店とよく相談する必要がある。
眼科が一方的に眼鏡店に指示することがよくある
が、技術的な協力関係が大切であり、それが患
者にとっても有益になるでしよう。

https://ameblo.jp/cec049/entry-11084112489.html


準備物検眼枠・遮閉板・検眼レンズ・クロスシリンダ・近距離視力表の乱視表

参考）役に立つ眼鏡の情報～眼鏡学サイトより

例であって、本当は
調節力は判っていな
いんだよ。

-0.5 ＋0.5

説明①

補足）近見屈折検査-クロスシリンダを利用しての近見の必要最小度数決定方法 ・希望近見距離での必要な最小度数

・近用眼鏡の処方

目的

片眼を遮閉し、遠見矯正レンズを装用させる

被検者の希望距離に近見乱視表を垂直に

提示し、特に十字に着目させる

希望距離までの

調節力はある

濃淡がなくなるまで徐々に S＋0、25D

ずつ球面レンズを加えてゆく

ＮＯYES

横が濃く見えた！

その値が近見希望距離での必要な

最小度数（単位はD）

例）調節力が2Dの人の希望距離1/3m（3D）の場合
*希望距離（D）- その人の調節力＝必要な最小度数

説明②

-1.0－(-0.5）＝-0.5

-1.0－(＋0.5）＝-1.5

調節力があるので付加度数が不要で
±ODからスタート

例）調節力が充分ある場合

無調節で網膜まで１D不足なので１Dの
近視と考え、-１Dからスタート

３D - ２D ＝１D

0.5

例）
＊－（赤）軸を180°に装用した場合

計S＋0、７5D追加すると

段々同じになってきた！

計S＋1、0Dで濃淡がなくなった！

参考）図の十字視
標というものを使用
すると濃淡が反対に
なるので
注意！

±0

網膜に横の焦線が近
いということは？

-1.5 -0.5 0.5
±0－(-0.5）＝＋0.5

±0－(＋0.5）＝-0.5

横が濃く見える

濃淡はない！

濃淡はない（縦横同程度のぼやけ）

横に流れる

縦が濃く見える

±0

説明③
-1.0－（-0.75）-(-0.5）＝＋0.25

-1.0－（-0.75）-(＋0.5）＝-0.75

0.5

±0

-0.75 ＋0.25

0.5

最小錯乱円の位置が網膜に近づく

-1.0－（-1.0）-(-0.5）＝＋0.5

±0

説明④

-1.0－（-1.0）-(＋0.5）＝-0.5

-0.5 ＋0.5

最小錯乱円の位置が網膜上になり、説明②と同じになる

眼前にクロスシリンダをク 90°と 180°

に装用させると、縦と横で濃淡がある

－（赤）軸を縦横どちらでセットしても良い。
濃淡が入れ替わるだけ。

説明① 説明②

説明③

説明④



某市民病院の資料より
参考

屈

折

力 ・高価である

・上下の眼球運動が多い仕事に向く


